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市
長
自
ら

舞
鶴
を
全
国
へ
セ
ー
ル
ス

引
揚
記
念
館
所
蔵
資
料
の
ユ
ネ

ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
と
旧
軍
港

四
市
の
近
代
化
の
歴
史
を
体
感
で
き

る
日
本
遺
産
認
定
。
後
世
に
継
ぐ
使

命
の
あ
る
２
つ
の
「
遺
産
」
を
持
つ

ま
ち
、
舞
鶴
。
ま
た
、
城
下
町
の
歴

史
あ
る
街
並
み
や
四
季
折
々
の
海
・

山
の
幸
な
ど
、
数
え
切
れ
な
い
魅
力

を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
日
本
の

将
来
の
国
益
を
見
据
え
、
誘
致
を
進

め
て
い
る
北
陸
新
幹
線
京
都
府
北
部

ル
ー
ト
。

No.36

選
ば
れ
る
ま
ち
へ  

首
都
圏
で

　
　

  

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

　
市
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
全
国
に
お
け
る
本
市
の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
活
動
（
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）
を

戦
略
的
に
展
開
し
、
観
光
人
口
の
増
加
や
企
業
誘
致
な
ど
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」。
第
36
回
は
、
首
都
圏
で

本
市
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
す
る
な
ど
、
舞
鶴
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
目
指
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
市
の
誇
る
べ
き
こ
れ
ら
の
魅

力
や
優
位
性
を
全
国
、
そ
し
て
世
界

の
人
々
に
発
信
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
メ
デ
ィ
ア
を
一
堂
に
集

め
た
記
者
説
明
会
を
９
月
27
日
、
東

京
都
で
実
施
し
ま
し
た
。
多
々
見
市

長
自
ら
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
こ

の
説
明
会
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

毎
年
東
京
都
で
開
催
し
て
お
り
今
回

が
４
回
目
。
こ
れ
ま
で
に
テ
レ
ビ
局

や
新
聞
社
な
ど
延
べ
１
０
０
人
以

上
の
記
者
に
本
市
の
魅
力
を
売
り

込
み
、
３
，
０
０
０
を
超
え
る
媒
体

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
全
世
界

に
向
け
情
報
を
発
信
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
月
号
は
、
こ

の
記
者
説
明
会
の
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。

「
引
揚
体
験
者
の
平
和
へ
の
願
い
」
を

世
界
へ
、
未
来
へ
発
信

◇
１
周
年
を
迎
え
て

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
人
口
の
大

半
を
占
め
、
引
き
揚
げ
の
史
実
が
「
過

去
の
出
来
事
」
と
な
り
つ
つ
あ
る
中
、

そ
の
歴
史
と
そ
れ
に
携
わ
っ
た
人
々
の

記
憶
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
の

思
い
で
取
り
組
ん
だ
舞
鶴
引
揚
記
念
館

所
蔵
資
料
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産

登
録
。
そ
の
登
録
か
ら
１
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
本
市
か
ら
世
界
、
そ
し

て
未
来
へ
の
発
信
事
業
と
し
て
、
来
年

２
月
17
日
㈮
と
18
日
㈯
に
海
軍
鎮
守

府
開
庁
か
ら
戦
後
の
引
き
揚
げ
、
現
代

へ
と
歩
ん
で
き
た
本
市
の
魅
力
を
紹
介

す
る
「
舞
鶴
１
０
０
年
の
鼓
動
展
（
仮

称
）」
を
東
京
都
内
で
開
催
す
る
ほ
か
、

本
市
と
同
じ
旧
軍
港
都
市
で
あ
る
横
須

賀
市
、
呉
市
、
佐
世
保
市
で
「
舞
鶴
引

揚
記
念
館　

全
国
巡
回
展
」
を
横
須
賀

市
を
皮
き
り
に
ス
タ
ー
ト
。
ま
た
、
平

成
31
年
度
に
京
都
市
で
開
催
予
定
の

IC
O
M

（
国
際
博
物
館
会
議
）
の
分
科

会
（
国
際
委
員
会
）
や
見
学
会
を
、
ま

た
、
平
和
学
習
と
し
て
全
国
か
ら
教
育

旅
行
の
誘
致
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。

◇
引
揚
記
念
館
の
第
２
期
整
備
事
業

昨
年
９
月
に
施
設
整
備
事
業
の
1

期
整
備
工
事
が
完
了
し
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
引
揚
記
念
館
。

現
在
、
引
き
揚
げ
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留

の
史
実
を
世
界
、
そ
し
て
未
来
へ
継

承
す
る
拠
点
施
設
と
し
て
、
第
２
期

整
備
工
事
の
基
本
設
計
に
着
手
し
て

い
ま
す
。
第
２
期
整
備
工
事
で
は
、

若
い
世
代
が
体
感
で
き
る
空
間
展
示

「
抑
留
生
活
体
験
室
」
の
整
備
や
約

１
，
３
０
０
点
の
収
蔵
絵
画
を
活
用

す
る
た
め
の
「
企
画
展
示
室
」
と
「
収

蔵
庫
」
を
増
築
予
定
。
早
期
の
整
備

完
了
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
施
設
の

機
能
強
化
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

◇
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
支
援

を
呼
び
か
け

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
る
全
国
の
皆

さ
ん
か
ら
の
寄
付
を
昨
年
度
か
ら
引
揚

記
念
館
の
事
業
に
特
化
し
て
活
用
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
度
、
国
で
創
設

さ
れ
た
地
方
創
生
応
援
税
制
「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」
の
第
1
弾
と
な
る
全

国
１
０
２
事
業
の
1
つ
に
８
月
、
本
市

の
「
引
き
揚
げ
の
史
実
継
承
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
認
定
さ
れ
、
全
国
の
企
業
か

ら
支
援
が
受
け
や
す
い
体
制
が
整
い
ま

し
た
。「
引
き
揚
げ
の
史
実
」
を
後
世

へ
つ
な
ぐ
第
２
期
整
備
工
事
な
ど
の
事

業
を
推
進
す
る
た
め
、
支
援
の
輪
を
全

国
の
企
業
へ
広
げ
て
も
ら
う
よ
う
協
力

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

日
本
遺
産
認
定
を
契
機
と
す
る

観
光
誘
客
事
業

本
年
４
月
、
海
軍
鎮
守
府
開
庁
か

ら
旧
軍
港
都
市
と
し
て
同
様
の
歴
史

を
持
つ
横
須
賀
市
、
呉
市
、
佐
世
保
市

と
と
も
に
申
請
し
た
「
日
本
近
代
化

の
躍
動
を
体
感
で
き
る
歴
史
ス
ト
ー

リ
ー
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
。
近
代

化
と
と
も
に
歩
ん
だ
構
成
文
化
財
の

魅
力
の
発
信
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

旧
軍
港
四
市
で
組
織
す
る
推
進
協

議
会
（
会
長
：
多
々
見
良
三
・
舞
鶴

市
長
）
が
、
11
月
11
日
㈮
・
12
日

㈯
に
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
「
鎮
守

府　

横
須
賀　

呉　

佐
世
保　

舞
鶴

フ
ェ
ス
I
N
東
京
」
を
開
催
。
記

念
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
近
代
化
遺
産
展
、

四
市
観
光
物
産
博
な
ど
を
「
来
て
ー

な
舞
鶴
２
０
１
６
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
舞

鶴
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上
を
目
指

す
取
り
組
み
に
つ
い
て
大
き
く
P
R

し
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
「
京
都
府
北
部
ル
ー
ト
」

の
誘
致

現
在
、
政
府
与
党
で
検
討
さ
れ
て

い
る
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
以
西
ル
ー

ト
は
、
府
北
部
地
域
が
実
現
を
目
指

し
て
い
る
「
京
都
府
北
部
ル
ー
ト
」

の
ほ
か
、「
小
浜
京
都
ル
ー
ト
」、「
米

原
ル
ー
ト
」
が
協
議
さ
れ
て
お
り
、

本
市
を
中
心
と
す
る
府
北
部
地
域

は
、
①
陸
・
海
・
空
の
自
衛
隊
な
ど

が
集
積
す
る
「
国
防
の
拠
点
」
②
第

八
管
区
海
上
保
安
本
部
な
ど
が
所
在

す
る
「
海
の
安
全
の
拠
点
」
③
火
力

発
電
所
な
ど
を
有
す
る
「
関
西
経
済

圏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
」
④
南
海
ト

ラ
フ
地
震
な
ど
に
も
対
応
す
る
「
リ

ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
機
能
（
※
）」
を
備

え
た
エ
リ
ア
⑤
年
間
約
１
，
０
０
０

万
人
の
観
光
入
込
数
を
誇
る
「
海
の

京
都
観
光
圏
」
⑥
日
本
海
側
で
は
富

山
市
に
次
ぐ
製
造
品
出
荷
額
を
誇
る

「
も
の
づ
く
り
産
業
基
盤
地
域
」
の

６
つ
の
機
能
を
有
す
る
日
本
海
側
の

重
要
地
域
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
重
要
地
域
を
結
ぶ

「
京
都
府
北
部
ル
ー
ト
」
は
、「
山
陰

新
幹
線
」
と
の
接
続
に
よ
る
「
日
本

海
側
国
土
軸
」
の
形
成
と
南
北
を
結

ぶ
「
日
本
海
・
太
平
洋
２
面
活
用
型

国
土
」
を
実
現
す
る
『
最
重
要
ル
ー

ト
』
で
あ
り
、
将
来
の
日
本
の
国
益

に
必
ず
つ
な
が
る
こ
と
を
強
く
訴
え

ま
し
た
（
９
㌻
に
関
連
記
事
）。

ま
た
、「
山
陰
新
幹
線
の
早
期
実

現
と
北
陸
新
幹
線
京
都
府
北
部
・
南

部
ル
ー
ト
の
決
定
を
求
め
る
総
決
起

大
会
」
を
10
月
26
日
、
東
京
で
開
催
。

今
後
も
こ
の
取
り
組
み
を
全
国
に
広

げ
、
賛
同
す
る
多
数
の
国
会
議
員
と

一
致
団
結
し
て
実
現
に
向
け
国
に
強

く
求
め
て
い
く
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

▲東京記者説明会で取材を受ける多々見
市長（９月27日）

▲第２期整備工事の抑留生活体験室の
イメージ

▲引揚記念館全国巡回展を横須賀市で開催
　（９月17日）

▲東京記者説明会では抑留者で作者の木内信夫
さんのインタビューも開催（９月27日）

▲北陸新幹線京都府北部ルート決起大会
　（３月５日、綾部市）

▲北陸・山陰新幹決起集会（７月30日、鳥取県）

▲日本遺産の登録決定（４月25日）

▲引揚記念館所蔵資料が世界記憶遺産に登録
決定　（昨年10月10日）
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